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筆記試験 
問 1 

オ 

 

問 2 

右衛門督（藤原信頼）の、恐怖で顔が青ざめた様子。 

 

問 3 

オ 

 

問 4 

鐙に右足だけを乗せて、左足はまだ地面に着いたままの状況である。 

 

問 5 

最初は東を向いていた馬が西向きに方向を変え、北側から馬に乗ろうとした右衛門督が南

側に落ちた。 

 

問 6 

かわいそうだと思いながら、滑稽だと思う者もいる。 

 

問 7 

4 

 

問 8 

（1） 

平時の右衛門督は威勢のよい人物であったが、鬨の声を聞いたことをきっかけにして、急

に臆病になった。 

（2） 

人なみなみに、その後に付きて歩ませ行く。 



問 9 

「かかる大事を思ひ立ちけるよ」とあるので、この事件の首謀者は右衛門督であり、「知

らずして、くみして」とあるので、左馬頭はこれに巻き込まれた側である。 

 

問 10 

侍は左手で右衛門督の左ももを持ち上げ、勢い余って反対側に落ちる動きになるので、 

右衛門督は身体の左側から落馬するはずである。しかも「まつ逆さまに」落ちたとあり、 

鼻を傷めたともあるので、鼻から顔の左上部にかけて砂を付ける。 


